
MULTIVAC 社とビデオジェット 
– 世界の一流ブランド２社の提携

MULTIVAC 社は創業 1961 年、独自の専門知識と業界をリードする
ノウハウを生かし、食品、工業、医薬および医療業界向けにトレイ 
シーラー、サーモフォーミング成形機、真空チャンバー包装機の製
造および販売を行っています。

ビデオジェットは速度と信頼性を完全に両立できるマーキングシス
テムを提供し、グローバル規模のサービスネットワークでお客様を
サポートします。本用途事例では、ビデオジェットの製品とサービス
が MULTIVAC 社の包装機械にどのように活用されているかを紹介
します。

MULTIVAC 社とビデオジェットはどちらも世界中で事業を展開し、
世界各国の顧客とプロジェクトをサポートしていますが、両社の真
の強みは企業としての根本姿勢にあります。両社とも、お客様に対
するトータルサポートとあらゆるニーズに応える最適なソリューシ
ョンを提供することを最も重要視しています。MULTIVAC 社のエリ
アセールスマネージャーである Thomas Marquardt 氏は、典型的
なソリューションプロセスについて次のように説明しています。  
「いつも、まず最終的な包装かパッケージデザインの検討から始
め、それからカスタムソリューションの検討を始めます。この過程
で、包装サイズから細部に至るまでの基本的な問題点を洗い出し
ます。この時、開封を極めて簡単に行える封止状態にするか、とにか
く再封できることを重視するのかについても検討します。」 

MULTIVAC 社は各顧客のニーズに合わせてまずコアとなる包装機
械の設計・制作と設置を行います。そして、顧客の用途に合わせてモ
ジュールシステムとしてその他の部品を選択して組み込みます。 

レーザーマーキングソリューション
MULTIVAC 社の用途事例

MULTIVAC 社は包装機では世界有数の
実績を誇り、サーモフォーミング成形の
分野では世界をリードする企業です。取
り扱い製品には、トレイシーラー、真空チ
ャンバー包装機、平ベルトコンベヤ、検
査システム、可全ターンキーソリュー 
ションなどがあります。MULTIVAC 社の
従業員はグループ全体で世界中に  
4,200 名、そのうちメミンゲンにあるドイ
ツ本社では 1,500 名が働いています。



そのようなモジュールシステムの例として自
社のラベル器や検査機がありますが、信頼で
きるメーカーから部品を調達する場合もあ
ります。MULTIVAC 社は、ラべリング技 
術を重要な技術分野と考えており、ビデオジ
ェットの技術も検討対象となっています。 一
つの技術には、ソリューションへの多種多様
なアプローチがあり、さまざまな技術の方式
があります。「当社は顧客のあらゆるニーズ
に応えます」と、Marquardt 氏は強調しま
す。一般的には、包装機とラベリングシステム
は統合されることが多いわけですが、新しい
包装機械を導入するときには、顧客先にすで
にあるラベル機を接続して使用する場合も
あり、顧客自身が用途に合ったプリンタを 
メーカーから直接購入する場合もあります。
ビデオジェット製品を購入した場合、信頼
性、効率性、使いやすさに加え、世界規模の
サービスネットワークがあるという安心感も
得ることができます。 

MULTIVAC Marking & Inspection 社は、新しい
プリンタを導入する必要があるかどうかについ
て常に最新情報の確認を欠かしません。 
MULTIVAC グループのこの系列会社は、ラベ 
リング装置と検査機器の技術センターとしての
機能を持つ会社です。MULTIVAC Marking & 
Inspection 社は、OEM として自社製品だけで
なく、高品質で信頼性の高いビデオジェットの
システムも提供して設置しています。 

サーモフォーム包装機をプリンタに接続する場
合、第 3 の選択肢としてメーカーを限定せずプ
リンタを選ぶ場合もあります。「当社は、クライ

アントに対して最高の知識と提案をお届けした
いと考えています。当社では実用的なノウハ 
ウを提供することができて、特に優れた実績の
ある製品については自信を持ってお勧めして
います。当社がビデオジェットに信頼を置いて
いるのは、まさにこういった理由からです」
と、MULTIVAC 社カスタマーサービス部門の 
Marquardt 氏は締めくくりました。当社が推奨
するプリンタに対して顧客が異を唱えることも
よくあることで、予算上の理由で顧客の要望に
合わせることもめずらしくありません。ただし、
その選択が結果的にコストのかかる誤った投
資だったことはすぐに分かることになります。 
「予算的に最も魅力的な決断であることから
最初は低価格の印字ソリューションを第一に選
択する顧客もいます。しかしこのような場合、結
果的に 6 か月後には別のプリンタに変える必
要が出てくるのです」と Marquardt 氏は言いま
す。「プリンタ性能が十分でないことはよくあり
ます。特に高速ラインの場合は顕著です。」

低価格のプリンタは、一定以上の速度になると
印字の明瞭さや信頼性が損なわれ、生産ラ 
インスピードには何とかついて行っているもの
の印字品質が犠牲になってしまうわけです。結
局のところ印字技術が包装機の処理能力を制
限することになり、当社の装置の能力のネック
部分となってしまいます。「要するに、当社の装
置が顧客の利益を生み出す決め手となるわけ
です。」と、Marquardt 氏はそのメリットを一言
で表現します。重要なのは、多くの製品をでき
るだけ迅速かつ利用しやすい方法で包装する
ことです。そのためには、シンプルで作業者の
作業を最小限にした高度に自動化されたシス
テムであることが第一です。高品質の印字ソ 

MULTIVAC 社は 70 社以上の系列子会
社を保有し、世界中で事業を展開して
います。この会社は、1,000 人を超えるア
ドバイザーとサービス技術者がノウハ
ウと専門知識を生かし、顧客のサポート
と導入されている全 MULTIVAC 製品の
最高の稼働率を保証しています。

「ビデオジェットの製品を 
使うことで非常に 
スムーズな稼働が期待 
できます」
MULTIVAC社  
エリアセールスマネージャー  
Thomas Marquardt氏



リューションならば、使われている印字技術
に関わらず、大きなリターンが期待できます。
印字技術は、印字対象ワークや用途に応じて
決まります。「紙に色付きの印字を行いたい
場合は、インクジェットプリンタが最適なソ 
リューションであるといえます。この場合、他
の印字技術では期待された結果をだすこと
はできません」と、Marquardt 氏は説明しま
す。他の用途であれば、熱転写式の産業用 
サーマルプリンタがお勧めで、最近はビデオ
ジェットの CO2 レーザーマーカーも選択肢の 
1 つになるでしょう。

ドイツや欧州では、レーザーによる直接の 
マーキングは一般的ではありませんが、ビデ
オジェットが提供するこの次世代の技術の長
所は明らかで、これはさらなる利益とコストダ 
ウンにつながる技術です。「ある用途で、 
レーザー方式のラベリングが第 1 の選択肢で
した」と、ソリューションの使用を検討してい
ました。「汎用性が高いことに加え、レーザー
マーカーを採用することで多くの問題が解決
できると考えました」

プログラムの柔軟性、設置性の良さ、切り替え
の迅速さ、実質的に消耗部品の必要がないこ
とも、重要な要素です。 

MULTIVAC 社からの第一の要件は最高のプ
ログラム性能でしたが、ビデオジェットのレー
ザーマーカーが十分に満たすことのできる要
件でした。ビデオジェットのプリンタやレー 
ザーマーカーのユーザーインターフェイスはす
べて使いやすく設計されており、システムは総
合的な一連のコマンドを理解しています。

プリンタは独立して機能することも可能です
が、サーモフォーム包装機とビデオジェットの
システムは、通信で接続することで完全に同
期して動きます。同期にはさまざまな方法が
あります。回転エンコーダ、時間測定やデジタ
ル式の送り速度の再伝送の情報などを利用
した結果、常に正しい内容が包装の正しい位
置に印字できるようになります。

また、プリンタユニットの安全回路内への統
合は、安全性確保の面で重要です。例えば、
レーザーマーカーの筐体が開くと同時に包装
機は停止します。さらに、機械が開いたり停止
したりした場合、安全スイッチでレーザー発
光を即座に停止させます。

タスク選択時の迅速さや、マーキング可能な
画像の多様性は、ビデオジェットのレーザー
マーカーシステムと他社製品との違いを際立
たせるさらなるメリットです。 



Marquardt 氏の経験では、このようなメリットを持つプ 
リンタは、グラフィックスやアジア圏の文字のような複雑な
用途向けに最高の条件になります。

中国の顧客が MULTIVAC 社の機械に特別に求めた要件
は、摩耗部品の交換が最小限であることと、消耗部品がで
きるだけ少ないことでした。ビデオジェットの CO2 レー 
ザーマーカーシリーズは、この条件を満たすのに最適な装
置でした。

計画段階で前もって優れた性能については明らかでし 
たが、実際に稼働させてみるとさらに装置の性能の良さが
際立ちました。システムの操作が簡単であるだけではな
く、品質保証を確実にするための機能が、誤ったジョブ選
択を実質排除します。 

この点がビデオジェットの製品の大きな魅力です。 
Thomas Marquardt 氏の結論はこうです。「ビデオジェッ
ト製品を使うことで、非常にスムーズな稼働が期待できま
す」
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